
平成 27 年 9 月 30 日 
各  位 

木津の文化財と緑を守る会 
会 長  岩 井 照 芳 

10 月・11 月度の行事案内 
 

拝啓 残暑の候皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
 さて、前回の行事案内で奈良市のごみ焼却場計画が、浄瑠璃寺の南 380ｍの場所を候補地

として絞られている旨のことが新聞に掲載され、これは歴史的景観が損なわれると同時に

国宝・重文の建物や仏像に悪い影響を与えかねない大変な問題であると皆様にお知らせ致

しました。 
その後、この問題の状況をよくご存じの加茂の A さんにこれまでの経緯をお聞きしたと

ころ、3 年前にすでに奈良市と交渉（A さんも出席）を行い、その席で奈良市側は「計画中

の場所」を変更することはない。建設前提で何か要望があれば聞き入れられるものは聞き

入れたいとの強い態度であったとのことです。 
また、交渉から現在までの約 3 年間に亘り浄瑠璃寺さんは目立った反対活動はなされて

なく、また反対運動する組織もほとんど無い状態で、今回突然の新聞発表に至ったとのこ

とでした。 
 そうであれば、奈良市との交渉に対応できる新しい組織を作るべきで、その中核となる

のは地元加茂の方でなければ一つにまとまらず、反対運動は成功しないであろうことは目

に見えています。 
そこで、A さんに「あなた以外に中心となる人物はいない」、私も全面的にバックアップ

するから新しい組織の中核として活動すべきであると、何回も説得を続けたところ組織の

中心的役を引き受けることを了承されたので、これまでの組織を発展解消させた新しい組

織の方向性の検討をいたしました。 
①奈良市と交渉できる陣容にしなければ、奈良市の固い建設の意思は突破できない。 
②個人の署名運動だけではなく各種組織を連携した運動を考える。 
③地元加茂の人が組織の中心となり運動を盛り上げねばならない。 
④政党色は皆無とする。一般住民運動とし政治家は参加させない。 
 
このことを確認して新しい体制案は以下のように考えました。 

① 会長に般若寺の住職 ② 副会長に浄瑠璃寺の副住職と地元当野の B さん ③ 事務

局長に A さん ④ 事務局次長に今回チラシ等製作された C さん ⑤ 幹事長及び幹事 
（地元と全国の各種団体組織の代表者、但し政党関係者は除く） ⑥ 会計は地元の方 
 
 直ぐに A さんがこの案を持って浄瑠璃寺の副住職に面会に行かれましたところ、副住職



は今回チラシを製作してくれた C さんがネットで配信してくれているから、署名運動だけ

で十分と考えている。新しい組織で反対運動はしなくてもよいとの返事であったとのこと

です。一番の当事者である浄瑠璃寺の副住職がいらないと言っておられるのなら仕方がな

い。この話はないものとしましょうと A さんと別れました。 
 
私も個人的に反対の署名はしますが、「木津の文化財と緑を守る会」としてこれ以上の運

動は行わないことに致しました。会員の皆様も反対であれば個人的に反対の署名を直接浄

瑠璃寺さんに示して頂きたいと思います。 
 
 話は変わりますが、今年 2 月 1 日に行いました「鹿背山城のろし大実験」の報告書が 
出来ました。総数 100 部作りましたが、当日のろし実験に参加下さった方や京都府立資料

館や京都市以南の図書館に贈呈致しました。残りわずかですが 10 冊ぐらいでしたら会員の

皆様に販売できますので岩井（℡72－0014）までお申込み下さい。 
会員価格は 1,000 円です（原価 1,300 円）。 
 
 会計の平瀬です。今年度の年会費（1500 円）を納めて頂きまして有難うございます。 
まだ、未納の方はお振込みいただくか、または講演会等の事業参加時にご持参くださいま

すようお願いいたします。 
 
    振込先： 南都銀行 木津支店 普通預金 口座番号 0218104 
          木津の文化財と緑を守る会   代表 岩井 照芳 
 
 
10 月 18 日（日）  第 4 回 鹿背山城プロジェクトチーム会議 
  場所・時間： 北別館第 1 会議室  13：30～17：00  
  議題 1 11/29 の鹿背山城整備について 

①告知方法 ②当日のスケジュール ③事前作業の方法  
     2 12/13 の鹿背山城見学会の準備 
     3 1/11 の水口城見学の件について 
     4 2/14 の第 2 回のろし大実験について 「のろし報告書の配布報告」 
 
11 月 7 日（土）  第 141 回 『木津町史史料篇を読む集い』   

場所・時間： 北別館第 1 会議室  19：30～21：30  
講 師   ： 田中 淳一郎 先生（山城郷土資料館資料課長） 

  参加費   ：  300 円 
  その他  ：  木津町史史料篇Ⅱをお持ちの方はご持参下さい 



11 月 15 日   第 201 回 『鹿背山城何でも城う（知ろう）会』  城整備と会議 

   

午前（集合場所）： 西念寺 9：00 ～ 11：30 時まで鹿背山城の現地調査 

 

  午後（集合場所）： 北別館 13：30～17：00   
第 5 回 鹿背山城プロジェクトチーム会議 

（会議だけの参加者は岩井まで連絡下さ

い） 
議題 ① 今年の整備計画立案 

② 11/29 の鹿背山城整備について 
③ 12/13 の鹿背山城見学会の準備 

            ④ 1/11 の水口城見学の件について 
         ⑤ 2/14 の第 2 回のろし大実験について 

 
11 月 21 日（土） 第 80 回「ふれあい文化講座」  

演 題 ：  「 山城国分寺の周辺 」 
講 師 ：   梶原 義実 先生（名古屋大学准教授） 

 
演 題 ：  「 考古学と文化財報道 」  
講 師 ：   柳林 修  先生（読売新聞記者・前編集委員） 

 
場 所 ：  木津中央交流会館（いづみホール） 
時 間 ：  開演 13：30 ～ 16：30  （開場 13：00） 

         
参加費 ：  無 料           
その他 ：  定員 180 名 （先着順・申込不要） 

 
木津の文化財と緑を守る会の役員は準備のため、12 時にいずみホールに集合です 
ご都合の悪い方は岩井までご連絡下さい。 

 
11 月 29 日（日） 第 2 回「鹿背山城何でも知ろう連続講座」  

鹿背山城の整備 会員及び会員外の一般の方も対象です。 
 
集合場所・時間 ： JR 木津駅西口（山城病院側）バス停 9 時  
スケジュール 10：00～15：00（整備作業）15：00～15：30（意見交換・反省会） 

  定員 ： 30 名 



  その他： 弁当・水筒持参、ハイキングの服装、道具は用意致します。 


